
宮城県、水土里ネットみやぎ、市町

内容： 平成25～26年度にて、ため池一斉点検業務を実施、データベースの整備

を行い、ため池台帳の更新と共に水土里情報システムへの登録を実施。

また、浸水解析結果を基に、ため池ハザードマップの作成を行った。

経緯： ため池の現状把握をするために、施設諸元・漏水・クラック・変形・変状・

改修履歴及び周辺状況などの一斉点検を行い、この結果を基にため池の

整備が必要な優先順位を判定し、今後のため池整備改修計画に資するこ

とを目的とし約３，０００箇所を対象に調査を実施。

また、「ため池データベースハザードマップ」（農村工学研究所）の簡易

氾濫解析機能を用いて解析（約１５０箇所）した結果を水土里情報システム

データと重ね合わせ、ため池ハザードマップの作成に利用。

取組概要

水土里情報活用ニューズ・レター
第７２号

（１／２）

今回紹介する団体：

ため池点検調査状況

ため池データベースから氾濫解析を行い、ハザードマップを作成した事例
について紹介します。



農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（細川、久貝） 03-6744-2201（直通）

■お問い合せ先

宮城県土地改良事業団体連合会（水土里情報センター） 022-263-5810（直通）

（ ２／２）

水土里情報に解析結果を重ねた画像

解析結果【最大水深】 解析結果【到達時刻】

データベースと共に点検調査表・点検調査写真を水土里情報システムへ
登録したことにより各関係機関との情報共有が可能となる。

関係機関からの要請に応じて、対象ため池の解析を行い、モデル地区を基に
ため池ハザードマップの作成などに活用予定。

今後の活用予定

期待される効果


